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１．調査計画と標本構成
■ 調査目的

ユビキタスネット社会を早期に実現するためには、ユーザーの利用実態、意向等の把握が極めて重要と

 
なっており、また、複数年度にわたっての調査を実施することにより、ユーザーの意識の変化が浮き彫りにな

 
ることが考えられる。

そこで、本調査では、18年度、19年度に引き続き、各種メディアの利用状況やICT機器に関する同様の設問

 
項目による定点的調査に加えて、この１年間で注目を集めてきた内容についても調査・分析し、もって、近畿

 
のICT産業に携わる近畿情報通信協議会会員の活動に資することを目的に実施した。

■ 調査対象
・近畿圏在住の12歳以上の男性、女性

 

計1034名

■ 調査方法
・民間インターネット調査会社（㈱マクロミル）の登録モニター（675,062人、内近畿118,960人（2008.5.1現在））を

 
対象としたWebアンケート

・対象者年齢構成は、平成17年度国勢調査の近畿圏年齢別人口（10歳代から10歳きざみ）の実態を正確に反

 
映して合計目標数（1,000名）のサンプル割付数を決定し、目標数に達するまで収集

＊10歳代の近畿圏人口は、国勢調査速報値が5歳きざみのため15歳以上の人口
＊10歳代のサンプル割付数は12歳以上
＊70歳以上の登録モニターは非常に少ないため、割付は60歳以上として収集するが、分析は60歳代、70歳以上に分類

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上

近畿圏人口

（17,953千人） 1,078千人 2,454千人 3,018千人 2,510千人 3,117千人 5,776千人

比率 6.0% 13.7% 16.8% 14.0% 17.3% 32.2%
サンプル割付数

（1,000人） 60人 137人 168人 140人 173人 322人

（15歳以上）

（12歳以上）
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１．調査計画と標本構成
■ 調査期間

・平成20年8月8日～8月9日

■ 標本構成

◆性別 （％）

回答者数 男性 女性

全体 1034 52.5 47.5
◆年齢 （％）

回答者数 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

全体 1034 6.0 13.7 16.8 14.0 17.3 28.9 3.2
◆職業 （％）

回答者数 公務員
経営者
・役員

会社員
（事務系）

会社員
（技術系）

会社員
（その他）

自営業 自由業 専業主婦
パート・ア
ルバイト

学生 その他

全体 1034 3.9 2.3 9.5 10.5 8.6 8.6 1.6 20.2 12.1 8.0 14.6
◆インターネットの利用年数 （％）

回答者数 1年未満
1年～

3年未満

3年～

5年未満

5年～

10年未満
10年以上

全体 1034 2.7 7.5 15.4 45.2 29.2
◆携帯電話又はＰＨＳの利用年数 （％）

回答者数 1年未満
1年～

3年未満

3年～

5年未満

5年～

10年未満
10年以上

利用してい
ない

全体 1034 1.4 6.3 10.7 34.9 37.2 9.5
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２．調査結果
 

（１）家庭等における情報メディアの利用状況について①

■ 情報収集のために利用するメディア

◆“ニュース”では、「テレビ」が

 
86.6％と群を抜いて多いが、「イン

 
ターネット」が71.1％と接近してお

 
り、「新聞」（64.4％）を超えている。

◆“ニュース”以外の分野では、「イ

 
ンターネット」の利用が最も多く、

 
特に“趣味や遊びの情報”、“旅

 
行やお店の情報”ではその傾向

 
が顕著であり、これまでこうした

 
情報の入手先であった「書籍・雑

 
誌」を大幅に上回っている。

（複数回答）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
ニュース

仕事、アルバイトなどの情報

勉強の情報

趣味や遊びの情報旅行やお店の情報

生活情報

健康情報

インターネット

テレビ

新聞

雑誌・書籍

（N = 1034)

（注 1）「インターネット」はパソコン等からの Web サイト接続や電子メール等のことであり、携帯電話からのインターネット接

続（Web サイト接続）は除く。 

（注 2）携帯電話等によるテレビ視聴（ワンセグ等）は、「テレビ」に含む。 
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２．調査結果
 

（１）家庭等における情報メディアの利用状況について②

■ インターネット、携帯電話等での情報収集頻度

◆インターネットからの情報収集頻度は、ニュースや生活情報などの「日常生活に欠かせない日々の情報」では“毎日必ず収集～ほ

 
ぼ毎日”を合わせると75.5％であり、趣味や遊び、旅行などの「特別なときに必要な情報」（34.9％）や、仕事やアルバイト、勉強の情報

 
などの「専門的な詳細情報」（30.0％）に比べて非常に高い。

◆携帯電話（Webサイト接続）からの情報収集頻度は、どのような情報でも半数以上の人が“情報収集はしていない”であり、「日常生

 
活に欠かせない情報」であっても、“毎日必ず収集～ほぼ毎日”は、わずか15.6％と、利用頻度はまだまだ少ない。

（単一回答）

37.0

18.0

16.3

6.0

38.5

16.9

13.7

9.6

12.7

30.2

22.4

11.0

7.9

5.9

17.3

17.1

6.0

10.3

6.4

5.7

13.6

16.8

11.8

17.0

15.9

3.5

10.9

54.4

56.6

65.0

2.9

2.9

3.0

2.2

2.3

1.7

2.2

1.2

2.6

1.6

0.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常生活に欠かせない日々の情報を
インターネット（パソコン等からの接続）から

特別なときに必要な情報を
インターネット（パソコン等からの接続）から

専門的な詳細情報を
インターネット（パソコン等からの接続）から

日常生活に欠かせない日々の情報を
携帯電話（Webサイト接続）から

特別なときに必要な情報を
携帯電話（Webサイト接続）から

専門的な詳細情報を
携帯電話（Webサイト接続）から

毎日必ず収集 ほぼ毎日 週に2～3日 1ヶ月に数日

1年に数日 状況に応じて・わからない 情報収集していない

（N = 1034)
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２．調査結果
 

（１）家庭等における情報メディアの利用状況について③

■ 普及が期待されている情報メディアの利用状況、関心度

◆よく利用している情報メディア

 
は、「地上デジタル放送」

 
（38.9％）、「IP電話」（34.7％）、

 
「ワンセグ」（28.8％）であり、“利

 
用したいが環境が整っていな

 
い”を含めると、各々70.5％、

 
41.3％、41.2％であり、積極的な

 
利用意向がうかがえる。

◆一方、「テレマティックス」や

 
「IPTV」は、利用している人は

 
5％にも満たない。これは、まだ

 
まだ認知度も低く、今後の普及

 
が期待されているところである。

◆18、19年度調査では、「地上デ

 
ジタル放送」で各々19.8％、

 
28.7％、「ワンセグ」で各々3.2％、

 
13.7％であったのに対して、今年

 
度は38.9％、28.8％と飛躍的に

 
増大しており、特にワンセグでは

 
エリアの拡大や、携帯電話を中

 
心とした端末機器の普及が大き

 
な要因となっていることがうかが

 
える。

（単一回答）

28.8

38.9

20.9

34.7

12.4

31.6

10.4

10.1

6.6

11.7

21.7

15.0

24.3

21.3

14.5

25.8

22.7

10.3

27.9

34.3

25.9

33.8

14.4

4.3

16.5

33.0

18.3

25.8

2.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ワンセグ

地上デジタル放送

モバイルインターネット

テレマティックス

IP電話

IPTV

利用している 利用したいが環境が整っていない 機会があれば利用したい

あまり関心はない 全く関心がない／わからない

（N = 1034)

《18、19年度調査との比較》 （複数回答）

28.8

38.9

13.7

28.7

3.2

19.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ワンセグ

地上デジタル放送

20年度調査＜利用している＞
（N=1034）

19年度調査＜利用している＞
（N=1034）

18年度調査＜利用している＞
（N=3093）

％
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２．調査結果
 

（１）家庭等における情報メディアの利用状況について④

■ ＩＣＴ機器の保有状況

◆「携帯電話（ワンセグ対応除

 
く）」が57.2％と最も多く、「IC

 
カード」（47.0％）、「デジタルテレ

 
ビ」（42.7％）と続いている。

◆「携帯電話（ワンセグ対応除

 
く）」は、19年度（73.0％）より

 
減っているが、「ワンセグ対応

 
の携帯電話」が33.5％であり、

 
19年度の17.0％に比べて飛躍

 
的に増大しているため、携帯電

 
話全体では保有状況に変化は

 
見られない。

（単一回答）

(N=1034)

42.7

11.3

4.5

5.5

5.7

33.5

57.2

3.1

1.9

2.3

1.1

5.8

32.0

38.6

47.0

24.0

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デジタルテレビ
（デジタルチューナ内蔵機器含む）

地上デジタル対応のパソコン

地デジチューナ（パソコン接続）

ワンセグ対応のパソコン

ワンセグチューナ（パソコン接続）

ワンセグ対応の携帯電話

携帯電話（ワンセグ対応除く）

PHS

スマートフォン

PDA（個人用携帯型情報端末）

ウルトラモバイルPC

ワンセグ対応のカーナビ

カーナビ（ワンセグ対応除く）

ETC車載器

ICカード（クレジットカード、ICOCA、
PiTaPa、住基カード等）

インターネットに接続できるゲーム機

その他
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２．調査結果
 

（１）家庭等における情報メディアの利用状況について⑤
■ ＩＣＴ機器の保有状況

 
《18、19年度調査との比較》

◆「デジタルテレビ」は、18年度は24.6％、19年度は34.7％であったが、今年度は42.7％と大きく増加している。

◆こうした傾向は、「地上デジタル対応のパソコン」（11.3％）、「ワンセグ対応のパソコン」（5.5％）、「ワンセグ対応のカーナ

 
ビ」（5.8％）など、地上デジタルやワンセグの付加価値を持ったICT機器として18、19年度から増加し、近年の地上デジタ

 
ルの急激な普及が見て取れる。

◆PHS、PDAは各々3.1％、2.3％であり、18、19年度より減っており、普及の見込みがあまり見えない。

（複数回答）

42.7

11.3

5.5

33.5

32.0

2.3

3.1

34.7

8.3

3.9

17.0

3.0

3.0

4.8

24.6

5.9

1.3

3.8

1.1

4.8

5.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

デジタルテレビ

地上デジタル対応のパソコン

ワンセグ対応のパソコン

ワンセグ対応の携帯電話

ワンセグ対応のカーナビ

ＰＤＡ

ＰＨＳ

20年度調査
（N=1034）

19年度調査
（N=1034）

18年度調査
（N=3093）

％
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２．調査結果
 

（２）インターネットの利用状況について①

■ インターネットのサービス形態の利用状況、関心度

◆「検索サービス」は“よく利用し

 
ている～ときどき利用している”

 
までを含めると94.6％になり、イ

 
ンターネット利用者の大部分の

 
人が利用している。次いで、

 
「ニュース」（85.6％）、「ポータル

 
サイト」（65.9％）であり、これら

 
のサービスも多くの人が利用し

 
ている。

◆「SNS」をはじめ、「クチコミサイ

 
ト」、「Q＆Aコミュニティ」など

 
CGM（Consumer Generated 
Media）と呼ばれているサービス

 
は、“よく利用している～ときど

 
き利用している”で各々47.4％、

 
38.8％と、インターネットの代表

 
的なサービスになりつつあるこ

 
とがうかがえる。

◆「動画共有サービス」は近年の

 
新たなサービスであるが、“よく

 
利用している～ときどき利用し

 
ている”で35.0％となり、多くの

 
人に浸透しつつある。

（単一回答）

74.7

45.2

12.5

19.5

11.8

8.1

10.5

6.4

3.7

54.2

19.9

20.7

14.7

23.1

35.6

30.7

24.5

20.0

9.3

31.4

7.3

13.7

18.2

16.5

18.8

14.1

17.7

16.2

6.5

14.7

33.0

25.2

21.5

25.3

30.9

34.9

43.0

4.4

12.2

26.1

13.9

14.6

17.1

19.9

21.0

27.9

3.6

2.2 1.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

検索サービス

ポータルサイト

SNS

ブログ（WebLog）

クチコミサイト

Q&Aコミュニティ

動画共有（投稿）サービス

電子掲示板

チャット

ニュース

よく利用している ときどき利用している 機会があれば利用したい

あまり関心はない 全く関心がない／わからない

（N = 1034)



10

２．調査結果
 

（２）インターネットの利用状況について②

■ ＣＧＭサービスの利用状況

◆CGMサービス（Consumer Generated Media）の利用状況は、「クチコミサイト」、「Q＆Aコミュニティ」の“閲覧のみ”が各々

 
81.8％、76.6％であり、利用はされているものの、まだまだ片方向の利用が中心である。

◆「SNS」、「ブログ」においても、“良く書き込みを行っている”は、各々13.5％、19.0％であり、一部の人の積極的利用にとど

 
まっていることがうかがえる。

（単一回答）

38.8

46.3

81.8

76.6

47.7

34.7

17.1

21.2

13.5

19.0

2.2

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SNS

ブログ（WebLog）

クチコミサイト

Q＆Aコミュニティ

閲覧のみである ときどき書き込みも行っている よく書込みを行っている

（N = 441)

（N = 281)

（N = 490)

（N = 401)
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２．調査結果
 

（２）インターネットの利用状況について③
■ パソコン設定等ＩＣＴ機器の使いこなしの度合い

◆ICT機器の使いこなしの度合いは、今回の調査対象者がインターネット利用者であることを考慮すべきであるが、「自分一人で

 
問題なく設定等ができ使いこなせる～マニュアル等をじっくり熟読して自分一人で使いこなせる」をあわせると43.0％であり、半数

 
近くの人が「使いこなせる」と認識している。

◆「わからないところを聞けば自分一人で使いこなせる」（39.8％）まで含めると、80％以上の人が、程度の差はあるにせよICT機

 
器を使うことができると回答している。

（単一回答）

(N=1034)
その他
0.2%使いこなせない

10.0%

わからないところを聞
けば自分一人で使い

こなせる
39.8%

マニュアル等をじっくり
熟読して自分一人で

使いこなせる
21.7%

自分一人で問題なく設
定等ができ使いこなせ

る
21.3%マンツーマンで指導を

受けなければ使いこな
せない
7.1%



12

２．調査結果
 

（２）インターネットの利用状況について④
■ 外出先でのインターネット利用状況

◆外出先でのインターネットの利

 
用（携帯電話向けサイトへの接

 
続及び携帯電話からのメールは

 
除く）は、「外出先では利用しな

 
い」が78.1％であり、多くの人は

 
まだまだ利用していない。

■ 外出先でのインターネット接続の問題点

◆外出先でのインターネット接続

 
の問題点は、「通信コストが高

 
い」（40.1％）、「エリアが限定さ

 
れる」（30.5％）、「通信速度が遅

 
い」（27.6％）がトップ３であるが、

 
他の選択肢も20％程度であり、

 
様々な問題を抱えているころが

 
うかがえる。

◆「問題点はない」が、19年度の

 
21.3％から24.1％に増加しており、

 
多少なりとも問題の解決が行わ

 
れたのではないかと推察される。

（複数回答）

(N=1034)

4.3

7.1

6.9

7.6

78.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ノートパソコンやPDAとともに、
通信カード等を携帯して利用

ノートパソコンやPDAを携帯し、ホット
スポット等の無線LAN環境で利用

インターネットカフェ、空港ラウンジ等
に設置された情報端末にて利用

フルブラウザ対応の携帯電話等にて利用

外出先では利用しない

（複数回答）

(N=1034)

30.5

20.6

20.0

40.1

27.6

15.8

6.3

24.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

エリアが限定される

電車等の移動空間では利用できない

インターネットにつながりにくい

通信コストが高い

通信速度が遅い

設定が煩雑

その他

問題点はない



13

２．調査結果
 

（２）インターネットの利用状況について⑤
■ 外出先でのインターネット利用意向

◆外出先でのインターネット利用

 
意向は、「パソコンやPDA等での

 
Web接続」で、“ぜひ利用したい”、

 
“機会があれば利用したい”に

 
“現在利用している”を加えた積

 
極的な意見と、“利用したくない”、

 
“あまり必要性を感じない”の慎

 
重な意見は、それぞれ49.5％、

 
45.1％と拮抗している

◆「携帯電話等でのWeb接続」で

 
の利用意向も、積極的意見、慎

 
重意見が拮抗しているが、「ゲー

 
ム機でのWeb接続」はそれぞれ

 
18.8％、75.5％であり、消極的な

 
意見が圧倒的に多い。

（単一回答）

17.4

22.5

3.7

9.1

5.3

3.3

23.0

19.5

11.8

23.1

22.8

29.3

22.0

25.5

46.2

5.4

4.3

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パソコンやPDA等でのWeb接続

携帯電話等でのWeb接続

ゲーム機でのWeb接続

現在利用している ぜひ利用したい 機会があれば利用したい

あまり必要性を感じない 利用したくない／必要ない わからない

（N = 1034)

《19年度調査との比較》

◆19年度調査では、「パソコンやPDA等でのWeb接

 
続」は、現在利用していない人に対しての設問では

 
あるが、今年度は、“ぜひ利用したい”、“利用したく

 
ない／必要ない”といったはっきりした意見が多く

 
なっている。

　＊20年度数値は、「現在利用している」を除いた比率である。

（単一回答）

％

28.9

28.0

26.6

7.2

33.2

35.8

13.6

11.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

ぜひ利用したい

機会があれば利用したい

あまり必要性は感じない

利用したくない／必要ない

20年度調査
パソコンやPDA等でのWeb接続
（N=854）

19年度調査
パソコンやPDA等でのWeb接続
（N=760）
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２．調査結果
 

（３）携帯電話・ＰＨＳの利用状況について①

■ 携帯電話・ＰＨＳの利用機能

◆携帯電話・PHSの日頃の利用

 
機能は、「通話」（95.1％）、「電

 
子メール」（90.5％）が突出して

 
おり、続いて「カメラ」（69.3％）、

 
「テレビ放送受信」（26.4％）と

 
なっている。ほとんどの人が通

 
話機能を利用するとともに、電

 
子メールでの情報交換を主とし

 
ている。

◆携帯電話等による「ホームペー

 
ジ上のWebコンテンツ利用」は、

 
家庭のパソコンによるコンテン

 
ツ閲覧（60～90％程度）に比べ

 
て22.6％と低く、携帯電話がパ

 
ソコンと並ぶユビキタス端末とし

 
て期待されているにもかかわら

 
ず、まだまだ十分とはいえない

 
状況である。

（複数回答）

(N=863)

95.1

90.5

17.0

22.6

17.1

10.3

19.6

69.3

26.4

4.1

3.2

9.6

1.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通話

電子メール

データ通信

ホームページ上のWebコンテンツ利用

音楽視聴

おサイフケータイ

ゲーム

カメラ

テレビ放送受信（ワンセグ、アナログ放送）

ラジオ放送受信

テレビ電話

位置情報確認、ナビゲーション

防犯ブザー

その他
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２．調査結果
 

（３）携帯電話・ＰＨＳの利用状況について②

■ 携帯電話・ＰＨＳの利用機能

 
《18、19年度調査との比較》

◆利用者が多い「通話」や「電子メール」では、18、19年度調査とあまり違いはないが、「テレビ放送受信」では18、19年度

 
がそれぞれ5.6％、12.2％であるのに対して、今年度は26.4％と大幅に利用者を増やしている。

◆加えて、「位置情報確認、ナビゲーション」も19年度の7.2％から9.6％へ伸び、携帯電話等の付加価値機能が注目を集

 
め、その利用者が増えてきたことがうかがえる。

（複数回答）

90.5

69.3

22.6

17.1

26.4

9.6

95

88.9

63.5

23.3

15.5

12.2

7.2

96.7

88.7

58.7

22.7

12.5

5.6

95.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

通話

電子メール

カメラ

ホームページ上の
Webコンテンツ利用

音楽視聴

テレビ放送受信

位置情報確認

20年度調査
（N=863）

19年度調査
（N=892）

18年度調査
（N=2626）

％
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２．調査結果
 

（３）携帯電話・ＰＨＳの利用状況について③

■ ＷＥＢコンテンツの利用時間

◆「携帯電話・PHSのWebコンテンツ利用」の時間は、“10分未満”が45.1％と半数近くであり、携帯電話・PHSのWebコンテン

 
ツ利用者に同時に質問した「家庭のパソコンからの利用」の中心が“1時間以上3時間未満”（46.2％）に比べて、まだまだ利

 
用時間は少ない。

◆また、「外出先でのパソコン利用」では、“利用していない”が70.3％もあり、続いて“10分未満”が11.3％と、この結果からも

 
モバイル環境でのWebコンテンツ利用はまだまだである。

◆「家庭のパソコン」からのインターネット利用時間は、“1時間以上3時間未満”が46.2％と最も多く、“3時間以上6時間未満”

 
（24.1％）、“6時間以上”（5.6％）のヘビーユーザも非常に多い。

（単一回答）

6.2

70.3

45.1

11.3

22.6

6.7

4.6

10.3

13.8

8.2

9.2

46.2

4.1

5.1

24.1 5.6

2.1 1.5

1.5

0.0

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

携帯電話・PHSのWebコンテンツ利用

家庭のパソコンからの利用

外出先でのパソコン利用

利用していない 10分未満 10分以上30分未満 30分以上1時間未満

1時間以上3時間未満 3時間以上6時間未満 6時間以上

（N = 195)
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２．調査結果
 

（３）携帯電話・ＰＨＳの利用状況について④

■ 携帯電話・ＰＨＳの高機能化
（単一回答）

(N=1034)

よくわからない
8.6%

積極的に
進めてほしい

12.3%

世の中の動きとしてし
かたがない

23.6%

全てが携帯電話等で
利用可能となるのは

好ましくない
27.9%

適度に
進めてほしい

27.6%

◆携帯電話・ＰＨＳの高機能化については、「積極的に進めてほしい」の12.3％

 
に比べ、「全てが携帯電話等で利用可能となることは好ましくない」が27.9％

 
であり、まだまだこうした多機能化へは十分な理解が得られていないようであ

 
る。

◆しかしながらその一方で、「適度に進めてほしい」が27.6％、「世の中の動きと

 
してしかたがない」が23.6％と意見が分かれているが、積極的ではないにせよ

 
端末の多機能化はユビキタスネット社会の方向として認識されていることがう

 
かがえる。

《高機能化について好ましくない理由》

区分 好ましくない理由（概要）
安全性の面 ・紛失したときに犯罪に利用されるなど危険

・紛失したときのダメージが大きい
　　（キャッシュとして利用できるため）
・紛失したときのことを考えバックアップが必要
　となる
・セキュリティに問題がある
・セキュリティを強化することが使い勝手を悪く
　している　　など

利用環境面 ・使いこなせない人がいるため
・基本は電話なので通話だけができればよい
・使わない機能のために機器の価格が高くなる
・操作が複雑になる　　など

社会生活面 ・これ以上便利になる必要はない
・携帯電話に頼りすぎる
・金銭感覚が麻痺する
・人間の持つ能力自体の低下が心配
・携帯電話が必要不可欠となることで、人と人
　とのコミュニケーションが不足
・「何でもあり」は子供の教育上よくない　　　など

携帯電話機
能の高度化
への要望

・使いたい機能を各人が選べるように
・機種で特徴を出し、それを利用者が必要な
　機能を搭載した機種を選べば良い
・購入後でも必要に応じて機能を追加
　できるようにしてほしい　　など
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２．調査結果
 

（４）ＩＣカードについて①

■ ＩＣカードの利用状況・関心度

◆電子マネー系のICカードの利用状況・関心度において、ICOCA、Suica等の「プリペイド方式の交通系乗車券カード」は、

 
28.8％の人が利用しており、“非常に関心がある～機会があれば利用したい”まで含めると、約60％が利用を望んでいる。

 
また、「ポストペイ方式の交通系乗車券カード」であるPiTaPaは、17.0％の利用状況である。

◆交通系を除いた電子マネーは、“利用している”がプリペイド方式で16.7％、ポストペイ方式においては7.4％と、交通系

 
乗車券カードに比べてまだまだ少ない

◆「携帯電話搭載の交通系IC機能（モバイルSuica）」は、関西圏では、乗車券としての利用はできないが、

 

“利用している

 
～非常に関心がある／利用したい”で7.3％に達し、今後の関西圏での導入が期待される。

（単一回答）

28.8

17.0

16.7

7.4

7.2

5.3

6.8

5.5

5.0

4.8

4.1

25.8

29.1

25.2

26.3

25.5

24.9

26.0

28.9

33.7

39.2

40.8

38.1

14.0

18.2

18.9

22.1

26.3

25.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通系乗車券カード　＜プリペイド方式＞
（ICOCA、Suica等）

交通系乗車券カード　＜ポストペイ方式＞
（PiTaPa等）

電子マネー（交通系は除く）　＜プリペイド方式＞
（Edy、nanaco、WAON等）

電子マネー（交通系は除く）　＜ポストペイ方式＞
（QUICPay、iD等）

携帯電話搭載の交通系IC機能
（モバイルSuica）

携帯電話搭載の電子マネー機能
（おサイフケータイ：プリペイド、ポストペイの両者）

利用している 非常に関心がある／利用したい 機会があれば利用したい

あまり関心はない 全く関心がない／わからない

（N = 1034)
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２．調査結果
 

（４）ＩＣカードについて②

■ ＩＣカードの多機能化

◆ICカードの多機能化については、「1枚のカードに機能を集約したい」が40.3％で最も多く、次いで、「用途別／利用頻度

 
等に応じて集約し複数カードで利用したい」が25.6％で続き、総じてカードの多機能化には肯定的な意見が多い。

◆こうした傾向は、携帯電話・PHSの高機能化とは若干異なり、携帯電話・PHSでは、「全てが携帯電話等で利用可能と

 
なることは好ましくない」など否定的な意見が27.9％であるが、ICカードでは、「集約する必要はない」は16.6％に留まり、

 
否定的な意見は少ない。

（単一回答）

(N=1034)

　1枚のカードに機能を
集約したい

40.3%

　用途別／利用頻度
等に応じて集約し複数

カードで利用したい
25.6%

　集約する必要はない
16.6%

　よくわからない
17.4%

《多機能化について好ましくない理由》
区分 好ましくない理由（概要）

安全性の面 ・盗難や紛失時に悪用されたときの被害が大
　きい
・紛失時のリスクを分散したい
・紛失時に個人情報流出の危険
・セキュリティ面に問題がある
・情報は分散するのが安全
・目的別に持ち歩いたほうがセキュリティ上安全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

利用環境面 ・必要なものを必要なだけ持てば良い
・機能を集約しても利用する機能は限られる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

社会生活面 ・無駄使いをしてしまう
・ポストペイの場合、保有できる層とできない層
　が誕生し社会構造差別となる
・決済時の明細照合が大変　　など
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２．調査結果
 

（５）地上デジタル放送について①

■ 地上デジタル放送への対応状況

◆地上デジタル放送への対応状況は、「既に地上デジタル対応のテレビ、アンテナで視聴している」（31.4％）や「既に対応

 
チューナ、アンテナで視聴している」（3.1％）、更には「既にケーブルテレビで視聴している」（12.6％）をあわせて、デジタ

 
ル化対応済みの人は47.1％と、約半数に迫っている。

◆対応予定（独自対応、ケーブルテレビ加入）を含めると、74.9％がアナログ放送終了の期日までに視聴できるようになる

 
が、残りの約25％の人（家庭）への対応が重要となる。

◆「アナログ放送がなくなることは知らなかった」は、わずか0.5％であり、地上デジタル放送への移行の周知はほぼ行き

 
渡ったといえる。

（単一回答）

(N=1034)

アナログ放送終了まで
には対応テレビ、アン

テナを購入予定
19.4%

アナログ放送終了まで
には対応チューナーを

購入予定
6.4%

アナログ放送終了まで
にはケーブルテレビに

加入する予定
2.0%

既にケーブルテレビで
視聴している

12.6%

既に対応チューナー、
アンテナで視聴してい
る（共同アンテナ含む）

3.1%

アナログ放送がなくな
ることは知らなかった

0.5%

対応は決まっていない
23.5%

既に地上デジタル対
応のテレビ、アンテナ
で視聴している（共同

アンテナ含む）
31.4%

その他
1.1%
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２．調査結果
 

（５）地上デジタル放送について②

■ 現在のアナログ放送の受信形態

◆地上デジタル放送へまだ対応していない人の現在のアナログ放送の受信形態は、「個人でアンテナを立て視聴している」

 
が28.0％であるが、「マンションや集合住宅の共同受信アンテナにより視聴している」（36.0％）や「ケーブルテレビ会社等に

 
加入して視聴している」（12.2％）など、共同受信の家庭が半数以上である。

◆「よくわからない」が15.9％もあり、今後の対策の周知にも検討が必要な結果といえる。

（単一回答）

(N=547)

よくわからない
15.9%

山間部等で難視解消
のための共聴施設に

より視聴している
2.6%

ビル陰等の受信障害
対策共聴設備により

視聴している
5.1%

マンションや集合住宅
の共同受信アンテナ
により視聴している

36.0%

ケーブルテレビ会社等
に加入して視聴してい

る
12.2%

個人でアンテナを立て
て視聴している

28.0%

その他
0.2%
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２．調査結果
 

（５）地上デジタル放送について③

■ 共同受信施設のデジタル化対応状況

◆地上デジタル放送へは未対応の共同受信施設のデジタル化対応状況を視聴者に聞いたところ、「既に施設の改修が終

 
了し、デジタル化への対応がなされている」（14.7％）、「デジタル化への対応が決まっている」（9.6％）と、共同受信施設の

 
対応はあまり進んでないことがうかがえる。

（単一回答）

(N=394)

デジタル化への対応
が決まっている

9.6%

既に施設の改修が終
了し、デジタル化への
対応がなされている

14.7%

その他
0.3%

未定のようである
20.6%

よくわからない
54.8%
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２．調査結果
 

（５）地上デジタル放送について④

■ データ放送番組の視聴意向
◆データ放送番組について、「災

 
害情報」、「ニュース」、「天気予

 
報」など、日常生活における必

 
要最低限の情報は、“よく見る

 
あるいは見たい～提供されれ

 
ば見る”が90％以上であり、そ

 
の必要性が理解されていると

 
考えられる。

◆その一方で、「地域のショッピ

 
ング情報」、「地域の観光情報」

 
をはじめとする地域情報では、

 
“よく見るあるいは見たい”とい

 
う積極的な視聴意向はあまり

 
みられず、逆に“必要ない”とい

 
う意見も情報によっては20～

 
40％もあり、何でもデータ放送

 
番組で提供すれば良いという

 
わけではないことがうかがえる。

（単一回答）

14.8

7.1

16.3

14.8

36.1

47.8

51.2

10.0

9.4

19.1

11.2

7.6

7.9

5.8

6.0

0.8

54.4

55.4

58.9

59.5

54.7

43.7

40.0

51.7

57.6

58.6

59.0

49.8

49.1

41.9

52.4

10.4

19.0

26.3

15.7

16.7

4.0

4.0

4.3

29.2

24.7

15.1

21.3

32.7

33.1

41.4

28.7

18.1

11.8

11.2

9.1

9.0

5.2

4.5

4.5

9.1

8.3

7.3

8.5

9.9

9.9

10.9

12.9

37.1 33.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

テレビ放送の番組連動情報

テレビ局からのお知らせ

道路交通情報
（渋滞情報・交通規制等）

道路以外の交通情報
（列車運行情報等）

災害情報

ニュース 

天気予報

地域のショッピング情報
（量販店の特売品等）

地域の観光情報

地域の医療機関情報
（診療時間・休診日等） 

地域のイベント情報
（夏祭り・盆踊り等） 

自治体（府県市町村）主催の
生涯学習情報（陶芸教室等）

公立図書館からのお知らせ
（新着図書、イベント等）

公共施設（体育館等）の予約（空き）状況

上記以外の自治体からのお知らせ

その他

よく見るあるいは見たい 提供されれば見る 必要ない よくわからない 無回答

（N = 1034)
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２．調査結果
 

（５）地上デジタル放送について⑤

■ デジタルテレビの通信接続

◆デジタルテレビで可能な通信回線への接続は、地上デジタルテレビ保有者の半数以上（59.0％）が実施しておらず、この

 
機能の周知が徹底しているとはいいがたい。また、「通信回線に接続しているが、まったく利用していない」が13.8％、「通

 
信回線に接続しているが、あまり利用していない」が13.0％であり、ほとんど活用されていないといえる。

◆「通信接続できることは知らなかった」も7.9％であり、こうした傾向は、19年度調査と比べても割合を含めてほとんど同様

 
である。

（単一回答）

(N=493)

通信回線に接続しよく
利用している

6.3%

通信回線に接続して
いるが、まったく利用し

ていない
13.8%

通信回線に接続して
いるが、あまり利用し

ていない
13.0%

通信接続できることは
知らなかった

7.9%

接続していない
59.0%
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２．調査結果
 

（５）地上デジタル放送について⑥

■ ワンセグへの期待

◆ワンセグへの期待は、「端末のバッテリーの長時間化」（32.3％）、「視聴エリアの拡大」（31.5％）、「災害対応の情報

 
端末」（29.1％）、「視聴端末の低価格化」（27.4％）と多岐にわたっている。

（複数回答）

(N=1034)

18.2

13.2

5.5

26.7

31.5

13.2

29.1

32.3

27.4

31.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通の地上デジタル放送と違う
ワンセグ独自の番組

データ放送コンテンツの充実

視聴者の属性に応じたカスタム広告

無料のWebコンテンツを多くしてほしい

視聴エリアの拡大

地域やエリアに特化した情報番組

災害対応の情報端末

端末のバッテリーの長時間化

視聴端末（携帯電話等）の低価格化

特に期待することはない

その他
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２．調査結果
 

（６）ＩＣＴ機器の保有意向について①

■ ＩＣＴ機器の保有意向

◆新たなICT機器の保有意向は、

 
地上デジタル放送の開始以降、

 
薄型大画面テレビの普及もあっ

 
て、デジタルテレビへの関心が

 
益々高まり多くの人が保有を望

 
んでいる。

◆数値的には、「デジタルテレビ」

 
が37.6％とトップであり、次いで

 
「地上デジタル対応パソコン」

 
（30.2％）、「ワンセグ対応カーナ

 
ビ」（15.4％）、「ワンセグ対応の

 
パソコン」（13.1％）と地上デジタ

 
ル、ワンセグ関連の機器の保有

 
意向が高い。

◆今年度調査で新たに選択肢と

 
した「ウルトラモバイルPC」は、

 
12.3％と、同じ小型のモバイル

 
端末である「スマートフォン」

 
（7.0％）、「PDA」（4.9％）を大幅

 
に上回っており、今後の普及が

 
最も期待できそうな機器である。

（複数回答）

(N=1034)

37.6

30.2

13.9

13.1

7.0

10.3

3.6

2.4

7.0

4.9

12.3

15.4

7.3

11.5

6.7

4.3

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デジタルテレビ
（デジタルチューナ内蔵機器含む）

地上デジタル対応のパソコン

地デジチューナ（パソコン接続）

ワンセグ対応のパソコン

ワンセグチューナ（パソコン接続）

ワンセグ対応の携帯電話

携帯電話（ワンセグ対応除く）

PHS

スマートフォン

PDA（個人用携帯型情報端末）

ウルトラモバイルPC

ワンセグ対応のカーナビ

カーナビ（ワンセグ対応除く）

ETC車載器

ICカード（クレジットカード、ICOCA、
PiTaPa、住基カード等）

インターネットに接続できるゲーム機

その他
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２．調査結果
 

（６）ＩＣＴ機器の保有意向について②

■ ＩＣＴ機器の保有意向

 
《18、19年度調査との比較》

◆デジタルテレビの保有意向は、18年度の56.6％、19年度の46.3％から徐々に下がっている。これは、デジタルテレビの

 
保有が急速に進んできたことが要因であると考えられる。

◆同様に「地上デジタル対応パソコン」や「ワンセグ対応カーナビ」、「ワンセグ対応のパソコン」、「ワンセグ対応の携帯電

 
話」などの保有意向についても、18、19年度に比べて下がっており、地上デジタル放送及びワンセグの普及によるものと

 
いえる。

（複数回答）

37.6

30.2

13.1

10.3

15.4

4.9

7.0

12.3

46.3

31.7

17.8

21.1

20.7

2.4

7.9

56.6

39.2

20.9

26.7

21

4.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

デジタルテレビ

地上デジタル対応のパソコン

ワンセグ対応のパソコン

ワンセグ対応の携帯電話

ワンセグ対応のカーナビ

ＰＤＡ

スマートフォン

ウルトラモバイルＰＣ

20年度調査
（N=1034）

19年度調査
（N=1034）

18年度調査
（N=3093）

％
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２．調査結果
 

（７）ユビキタスネット社会について①
■ ユビキタスサービスの利用状況、利用意向 ◆ユビキタスサービスの利用状

 
況は、「インターネットによる電

 
子申請」（4.9％）、「オンライン

 
ゲーム」（3.6％）、「移動中携帯

 
端末での周辺情報の入手」

 
（2.7％）、「電子コミック、電子図

 
書」（2.5％）が上位であるが、全

 
てが5％以下であり、サービスの

 
内容や体制が十分ではないに

 
しても、まだまだ普及には程遠

 
いことがうかがえる。

◆有料でも利用したいユビキタス

 
サービスは、「子供や独居老人

 
の所在確認や危険通知」

 
（20.8％）、「近隣病院での専門

 
医の遠隔相談」（17.2％）、「海外

 
旅行での翻訳等案内サポート」

 
（11.3％）、「電子カルテの導入

 
により待ち時間短縮」（11.2％）

 
が10％以上で上位となっており、

 
社会インフラとしての必要性が

 
指摘されている。

◆“無料であれば利用しても良

 
い”まで含めると、健康や医療、

 
安心・安全の項目が多く、ユビ

 
キタスネット社会への期待内容

 
がみてとれる。

（単一回答）

4.9

5.7

20.8

5.9

7.2

11.2

17.2

7.8

4.2

11.3

4.6

68.8

59.1

71.8

60.3

52.3

63.9

74.5

65.7

72.7

43.6

56.1

59.1

66.5

58.2

20.4

13.5

16.4

31.6

30.8

25.9

7.3

9.7

8.2

44.6

32.2

22.6

19.9

23.5

4.4

5.4

4.5

4.9

9.2

7.7

4.7

6.8

6.3

5.5

5.0

6.4

6.2

15.1
0.8

2.7

0.6

2.5

3.6

0.7

2.3

0.4

0.6

0.6

1.4

1.2

0.8

2.4

2.7

2.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外出先からの家電機器等の遠隔監視・操作

子供や独居老人の所在確認や危険通知

外出先での安心な経路の探索・案内

買い物の会計は出口で自動引き落とし

車への自動運転サポート機能の組み込み

電子タグ等による商品情報入手

電子カルテの導入により待ち時間短縮

近隣病院での専門医の遠隔相談

インターネットによる電子申請

オンラインゲーム

電子コミック、電子図書

海外旅行での翻訳等案内サポート

移動中携帯端末での周辺情報等の入手

ユビキタスラーニング、ネットコミュニティ活動

現在利用している 有料でも利用したい 無料であれば利用しても良い 必要ない わからない

（N = 1034)
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２．調査結果
 

（７）ユビキタスネット社会について②

■ 望ましいと考えられる情報端末の形態

◆ユビキタスサービスの享受において、望ましいと考えられる情報端末の形態は、「携帯電話」が62.5％、通常のノートPC

 
が48.7％であり、現在使い慣れている端末をそのまま利用したいという傾向が明らかに見てとれる。また、近年、普及が

 
著しい「ウルトラモバイルPC」が19.6％と、非常に期待されている。

◆「スマートフォン」や「PDA」は、“ICT機器の保有意向“と同様に望む人が少なく、現状のままではユビキタス端末にはな

 
りえない状況である。

◆一方、「Kiosk端末、街頭端末」はわずか3.9％であり、こうしたオープン端末は、個人保有の端末へのサービスを補助す

 
る役割になるのではと考えられる。

（複数回答）

(N=1034)

48.7

19.6

62.5

6.2

9.6

5.4

8.7

3.9

0.4

16.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通常のノートPC

ウルトラモバイルPC

携帯電話

PDA

スマートフォン

キーボード付携帯端末（スマートフォン以外）

ユビキタスサービスの専用端末

Kiosk端末、街頭端末

その他

よくわからない
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安について①

■ ユビキタスネット社会への期待度

◆ユビキタスネット社会の実現に対する期待度は、「是非早く実現してほしい」が18.2％、「時間をかけて実現することが望まし

 
い」が36.6％を占め、半数の人がユビキタスネット社会に肯定的ではあるものの、「世の中の動きとして仕方がない｣が24.9％

 
もあり、期待度が高いとは言いがたい。

◆しかしながら、「ユビキタスネット社会は反対」はわずか2.7％ではあるが、「世の中の動きとして仕方がない」を含め反対意

 
見もあるため、ユビキタスネット社会の“陰”の部分の問題点や課題を考慮した推進が望まれるところである。

（単一回答）

(N=1034)

ユビキタスネット社会
は反対

2.7%

よくわからない
17.7%

世の中の動きとして仕
方がない

24.9%

時間をかけて実現す
ることが望ましい

36.6%

是非早く実現してほし
い

18.2%
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安について②

■ ユビキタスネット社会への期待内容

◆ユビキタスネット社会への期待内容は、「生活が便利になる」が65.2％で群を抜いている。続いて、「災害対応が迅速

 
化する」（30.7％）、「生活が安全になる」（25.1％）、「高齢者や障害者に優しい社会になる」（21.6％）となり、便利さとと

 
もに、安全・安心の社会を期待している。

（複数回答）

(N=1034)

17.2

25.1

65.2

7.6

15.0

15.6

21.6

10.1

4.5

30.7

6.3

1.8

18.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生活が豊かになる

生活が安全になる

生活が便利になる

食の安全・安心が高まる

健康の維持・管理が行いやすくなる

車の運転や歩行が安全・快適になる

高齢者や障害者に優しい社会になる

コンテンツ利用が促進される

多用な就労形態が実現する

災害対応が迅速化する

環境への負荷が軽減する

その他

よくわからない
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安について③

■ ユビキタスネット社会の不安内容

◆ユビキタスネット社会に対し

 
ての不安内容は、「個人情報

 
の流出や不正利用」が67.8％

 
とトップで、続いて「詐欺や悪

 
徳商法への遭遇」（32.9％）、

 
「ICT機器のコンピュータウイ

 
ルスの感染」（31.4％）、「シス

 
テム障害時の混乱」（30.5％）

 
であり、プライバシー侵害、情

 
報システム上のセキュリティ不

 
安などの内容が上位を占めて

 
いる。

◆加えて、「人と人のつながり

 
の希薄化が進み殺伐とした社

 
会になる」（21.7％）や「常に監

 
視されているような気がする」

 
（14.1％）、「思考能力の低下」

 
（13.3）といった“人間のあり

 
方”そのものに関する不安も

 
指摘されている。

（複数回答）

(N=1034)

67.8

31.4

27.1

21.7

32.9

23.1

14.1

15.3

13.3

30.5

6.8

10.9

0.5

11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人情報の流出や不正利用

ICT機器のコンピュータウイルスの感染

情報が多くなりすぎる

人と人のつながりの希薄化が進み
殺伐とした社会になる

詐欺や悪徳商法への遭遇

機器の使用方法の複雑化により
利用できる人とできない人の格差が生じる

常に監視されているような気がする

ICT機器への過度の依存

思考能力の低下

システム障害時の混乱

一部の人や企業・団体のみが利益を享受する

犯罪の温床になる

その他

よくわからない
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２．調査結果
 

（８）ユビキタスネット社会への期待と不安について④

■ ユビキタスネット社会推進への要望
◆ユビキタスネット社会推進へ

 
の要望は、「高齢者、障害者

 
など情報弱者への的確な対

 
応」（50.9％）、「個人情報流出

 
への対応などのセキュリティ

 
対策」（46.7％）、通信コストや

 
利用機器コストの低廉化」

 
（39.7％）がトップ３であるが、

 
「十分なウィルス対策」

 
（33.0％）「システムの安全性

 
の確保」（32.1％）など、割合的

 
に見ても要望内容は多岐にわ

 
たっている。

（複数回答）

(N=1034)

50.9

13.2

39.7

22.7

46.7

33.0

32.1

29.1

23.9

10.9

0.9

11.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢者、障害者など情報弱者への的確な対応

地方の情報格差（デジタルデバイド）の解消

通信コストや利用機器コストの低廉化

ネット社会に対応した法整備と規制緩和

個人情報流出への対応などのセキュリティ対策

十分なウィルス対策

システムの安全性の確保

高齢者等でも利用できる操作性の良い端末導入

トラブルに瞬時に対応できるシステム構築

あまり急がずじっくりと時間をかけた推進

その他

よくわからない

《19年度調査との比較》
◆19年度調査と比較した場合、概ね同様の傾向

 
ではあるが、「通信コストや利用機器コストの低

 
廉化」や「個人情報流出への対応などのセキュリ

 
ティ対策」の要望が少しではあるが減っており、

 
これは、コスト削減と同時にセキュリティ対策が

 
進んできたことが影響していると考えられる。

（複数回答）

50.9

46.7

39.7

48.5

50.9

47.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

高齢者、障害者など
情報弱者への的確な対応

個人情報流出への対応などの
セキュリティ対策

通信コストや利用機器コストの
低廉化

20年度調査
（N=1034）

19年度調査
（N=1034）

％
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２．調査結果
 

（９）ユビキタスネット社会の具体的な問題点について①

■ 情報セキュリティのトラブル経験

◆情報セキュリティのトラブル経

 
験は、「迷惑メールを受けたこ

 
とがある」が65.2％と群を抜い

 
て高く、インターネットや携帯電

 
話での迷惑メールは避けては

 
通れないものである。次いで、

 
「コンピュータウイルスに感染

 
したことがある」（19.3％）、「身

 
に覚えのない違法請求の被害

 
にあったことがある」（10.9％）

 
が続いている。

（複数回答）

(N=1034)

65.2

19.3

5.1

2.5

10.9

2.0

0.3

29.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

迷惑メールを受けたことがある

コンピュータウイルスに感染したことがある

ネット販売・オンライン決済を利用して
トラブルにあったことがある

インターネット上の電子掲示板等で
誹謗中傷を受けたことがある

身に覚えのない
違法請求の被害にあったことがある

不正アクセスの被害にあい、
個人情報を不正に利用されたことがある

その他

これまでは特にない

《18、19年度調査との比較》
◆18、19年度調査では、「迷惑メールを受けたことが

 
ある」が各々79.6％、72.1％、また「コンピュータウィ

 
ルスに感染したことがある」が38.2％、21.5％であっ

 
たが、今年度調査では減っており、逆に「これまで

 
は特にない」が14.8％、23.9％から今年度29.1％に

 
増え、ある程度の対策が進んできたことがうかが

 
える。

＊

 

19、20年度調査は、トラブル経験を「ここ一年の間」としたが、

18年度は期間を定めていない。

（複数回答）

65.2

19.3

29.1

72.1

21.5

23.9

79.6

38.2

14.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

迷惑メールを受けたことがある

コンピュータウイルスに
感染したことがある

これまでは特にない

20年度調査
（N=1034）

19年度調査
（N=1034）

18年度調査
（N=3093）

％
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２．調査結果
 

（９）ユビキタスネット社会の具体的な問題点について②

■ 有害サイトへの対応

◆社会問題化している有害サイトへの対応は、「子供の携帯電話保有は機能限定機種にする」（56.9％）、「有害サイトの強

 
制排除や罰則強化」（52.6％）、「フィルタリングサービスの利用する」（49.0％）がトップ３であるが、「ネット社会に関する教

 
育の強化」や「保護者とのコミュニケーションの充実」といった、人間性に関わる部分の対応も40％程度の回答があり、

 
様々な対策が必要とされている。

（複数回答）

(N=1034)

49.0

56.9

22.1

35.2

38.7

52.6

0.8

8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フィルタリングサービスを利用する

子供の携帯電話保有は機能限定機種にする

子供には携帯電話等を持たせない

保護者とのコミュニケーションの充実

ネット社会に関する教育の強化

有害サイトの強制排除や罰則強化

その他

よくわからない
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２．調査結果
 

（９）ユビキタスネット社会の具体的な問題点について③

■ フィルタリングサービスの利用状況

◆フィルタリングサービスの利用状況は、「特に利用していない」が82.5％と群を抜いており、有害サイトへの有効な対策手

 
段であるがあまり普及していない。

◆一方、「フィルタリングサービスがあることを知らなかった」は6.4％もあり、“青少年ネット規制法”をうけ、事業者がフィル

 
タリングサービス普及に向けた取組みを強化し始めたところであるが、利用者にはまだまだ浸透していない状況である。

（単一回答）

(N=1034)

子供のインターネット
接続に限って利用して

いる
4.1%

自分自身が利用して
いる（未成年者のた

め）
3.7%

その他
1.7%

以前利用していたが
解除した

1.6%

フィルタリングサービス
があることを知らな

かった
6.4%

特に
利用していない

82.5%
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２．調査結果
 

（９）ユビキタスネット社会の具体的な問題点について④

■ フィルタリングサービスへの考え方

◆フィルタリングサービスは、まだまだ普及はしていないが、こうした中でのフィルタリングに対する考え方は、「フィルタリン

 
グの基準を明確にする必要がある」が52.4％でトップであり、続いて「利用者（保護者）が個別に基準設定ができるように

 
する」（39.4％）、「事業者の多様できめ細かなフィルタリングサービスから、利用者（保護者）が選択できるようにする」

 
（36.4％）と、設定基準についての要望はあるものの、概ね肯定的な意見が多く、フィルタリングサービスは必要ないと

 
いった否定的な意見は少ない。

（複数回答）

(N=1034)

52.4

7.7

36.4

39.4

5.0

0.6

24.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フィルタリングの基準を明確にする必要がある

フィルタリング基準は事業者の自主性にまかせる

事業者の多様できめ細かなフィルタリングサービスから
利用者（保護者）が選択できるようにする

利用者（保護者）が個別に基準設定ができるようにする

利用のルールやマナー教育が重要のため
フィルタリングサービスは必要ない

その他

よくわからない



38

２．調査結果
 

（１０）自由意見（概要）
区分 自由意見（概要） 区分 自由意見（概要）

ユビキタス
ネット社会へ
の期待事項

・安全で便利な社会の実現
・高齢者、障害者に役にたつ社会の実現
・弱者を含めて全ての人が恩恵を受けて生活が豊かになる
・高齢者でも簡単に扱えるような機器の検討
・外出先でもほしい情報がすぐに入手できる社会
・場所や時間に拘束されることなく、必要なサービスを受け
　 ることができるように
・子どもを守ることができる社会
・災害時の緊急体制の支援
・都市部だけでなく地方にも普及させてほしい
・食の安全や生活の安全
・ネット社会における人とのつながりが広がる
・子ども、高齢者、障害者とその世話や介護をする人達に
　 親切なサービスが増えるように
・いつでも、どこでも、利便性の恩恵を受けられるような簡
　　素化された機器の開発　　など

ユビキタス
ネット社会へ
の要望

・安価で誰でもが気軽に使えるサービスと機器
・サービスコストや利用機器コストの低廉化
・利用しない人でも不便を被らないような社会
・犯罪や不正が発生したときの厳罰化
・時代に流されて急いで構築せず、基盤をじっくりと固めて
　 からの実行
・急がずに時間をかけた確実な推進
・機械が支配するのではなく、人の理性と責任において
　 推進されるべき
・個人情報流出への対応などセキュリティ対策
・便利だけでなく誰にでもやさしいシステム構築
・多様化しているものを一つにまとめることになるため、各
　 分野との連携強化
・十分なセキュリティ対策と法整備、規制緩和
・年齢を問わず取り扱い操作がわかり易く簡単な機器
・必要な人が必要なものだけを利用できること　　など

ユビキタス
ネット社会へ
の懸念事項

・個人情報の流出など安全性
・監視社会への不安
・高齢者や障害者が取り残される
・機器の利用できる人とできない人との格差拡大
・システムダウン時の混乱やその後の補償問題
・経済的な負担の増大
・人間関係が希薄化しコミュニケーション能力の低下
・身近な人との交流が閉ざされる
・情報の氾濫による人間の思考力の減退、モラルの低下
・犯罪に巻き込まれることが増える
・生活者の目線よりも企業側の目線（利益）が優先される
・機械に頼りすぎることで人間の各種能力が退化
・様々な法制度面が対応しきれない　　など

その他の意
見

・どれだけの人がこの社会に賛同するのか疑問
・国民全員が利用できるわけではないことを理解すべき
・便利になっても豊かな社会になるとは思えない
・ネット利用のマナー教育をもっとすべき
・ユビキタスネット社会について、もっとわかりやすい説明
　 が必要
・何から何まで便利になることは好ましくない
・機械に支配されることは好ましくない
・関心のない人が取り残されることばかりを考慮していると
　 何も進まない
・法律や規範の整備を早急に実施すること　　など
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